
九州建設専門学院
問い合せ先 試験及び受験対策講座については

〒810-0001 福岡市中央区天神1-3-38

電話0120-09-4341
九州建設専門学院

問い合せ先 試験及び受験対策講座については

〒810-0001 福岡市中央区天神1-3-38

電話0120-09-4341

1・2級電気工事施工管理技士試験国土交通大臣交付 1・2級舗装施工管理技術者試験国土交通大臣交付

1級電気工事施工管理技士の資格取得まで

1級電気工事施工管理技術検定試験
学科試験

1級電気工事施工管理技術検定試験
実地試験

受験通知発送
9月下旬

試験実施
10月下旬

合格発表
２月下旬

合格証明書交付申請
2月上旬～2月中旬

合格証明書交付時期
3月中旬

受験申込
2月中旬～3月上旬

受験通知発送
5月中旬

試験実施
6月中旬

合格発表
7月中旬

（合格者）実地試験受験申込
7月中旬～下旬

1級電気工事施工管理技士

学科試験免除者受験申込
前年度1級電気工事施工管理技術検定学
科試験の合格者又は技術士法による第二
次試験の技術部門のうち電気・電子部門
若しくは建設部門に合格し、なおかつ学
科試験の受験資格を有する者

2級電気工事施工管理技士の資格取得まで
2級電気工事施工管理技術検定試験

学科・実地試験

合格証明書交付時期
3月中旬

受験通知発送
10月下旬

試験実施
11月中旬

合格発表
2月上旬

合格証明書交付申請
2月上旬～2月中旬

2級電気工事施工管理技士

①学科試験免除者受験申込
前年度2級電気工事施工管理技術検定
学科試験の合格者

①学科試験一部免除者受験申込
電気工事施工技術者試験に合格した者
で2級電気工事施工管理技術検定の受
験資格を有する者

学科試験免除者用の願書を当基金から
6月中旬に送付していますので、必ず
その用紙で申し込んで下さい。（専用
の用紙以外は学科試験免除者として受
け付けませんので注意して下さい）

学科試験一部免除者用の願書は、当
基金のみ販売致します。（専用の用
紙以外は学科試験免除者として受け
付けませんので注意して下さい）

学科試験のみ合格の方は、次年度ま
で2級電気工事施工管理技術検定試
験から受験することができます。

受験申込
6月下旬～7月中旬

★受験資格

★試験日

★試験地

★受験手数料

★申込受付期間

★合格発表

次表に示す区分①、②、③、④、⑤、⑥のいずれかに該当する者。

区分①、②、④の年数は卒業後の舗装実務経験年数を、区分③（1級）の年数は

合格後の舗装実務経験年数を示す。

区分⑤の年数は卒業後または合格後の舗装実務経験年数を示す。

6月下旬

札幌、仙台、東京、新潟、名古屋、

大阪、広島，高松、福岡、那覇

1級15,000円

2級  8,000円

応用試験のみ

1級7,500円、2級4,000円

2月上旬～2月下旬

10月下旬

指定学科以外

1年6ヵ月以上

3年以上

4年6ヵ月以上

　　　　　2級試験

　指定学科注2）

　　1年以上

　　2年以上

　　3年以上

　　　　　　8年以上

　　　実務経験を有すること

　　　ただし、年数は問わない

前年度の2級一般試験に合格した者

区分

①

②

③

区分

①

②

③

④

⑤

⑥

　  指定学科以外

 4年6ヵ月以上（1年）

 7年6ヵ月以上（1年）

 11年6ヵ月以上（1年）

 10年6ヵ月以上（1年）

　7年以上

　8年6ヵ月以上

　11年以上

　　　　　　　　舗装施工管理に関する実務経験の必要年数注1）等

　　　　　　　1級試験

　　指定学科注2）

　3年以上（1年）注3）

　5年以上（1年）

　10年以上（1年）

　　　　　　　15年以上（1年）

　1年以上の指導監督的実務経験が含まれ

　ていること（資格取得以前のものも含む）

合格後５年以上の実務経験（1年）

（今年度は、平成13年度までの合格者が対象）

　9年以上（1年）

　　　　　　　14年以上（1年）

合格後に1年以上の専任の主任技術者

経験を含む3年以上の実務経験

（今年度は、平成15年度までの合格者が対象）

　7年以上

　　　　　　　12年以上

　8年以上

　　　　　　　13年以上

前年度の2級一般試験に合格した者

　　　学歴または取得資格等

大学卒業者

短期大学および

高等専門学校（５年制）卒業者

高等学校卒業者

上記以外の者

技術士（建設部門）二次試験合格者

1級土木施工管理技術検定合格者

1級建設機械施工技術検定合格者

2級舗装施工管理技術者資格試験合格者

2級土木施工管理技術検定合格者

2級建設機械施工技術検定合格者

一般試験免除申請を行い応用試験のみで受験する者

区分③の合格者で

合格後の実務経験

が５年未満の者

高等学校卒業者

その他の者

短期大学・高等専門

学校（５年制）卒業者

高等学校卒業者

その他の者

高等学校卒業者

その他の者

合格後３年以上の者

合格後

３年未

満の者

区
分
③
の
合
格
者

１
年
以
上
あ
る
者

実
務
経
験
が

専
任
の
主
任
技
術
者
の

上記以外
の者

注１）実務経験の必要年数とは、日本国内で舗装工事の施工管理に従事した年数
をいい、当該年度３月31日現在で算定する。

注２）指定学科とは、土木工学、農業土木学、森林土木学、鉱山土木学、砂防学、
治山学、都市工学、衛生工学、交通工学、緑地・造園学または建築学に関す
る学科をいう。

注３）（　）内は、指導監督的実務経験年数を示し、上記表中の実務経験の必要
年数に含まれていることが必須条件になる。
指導監督的実務経験とは、舗装工事の施工にあたって、現場代理人、施工
監督、工事主任等の立場で部下を指示、指導または監督し、工事の施工管
理を実施した経験をいう。

注４）専任の主任技術者の実務経験とは、舗装工事の施工にあたって、建設業法
に定める主任技術者または管理技術者として、工事の施工計画作成、工程
管理、品質管理、その他の技術管理および施工に従事する者の技術上の指
導監督を専任で行った経験をいう。詳細については受験の手引きを参照のこ
と。

〈受験資格〉

〈受験資格〉

学歴又は資格
実務経験半数

大学

高等学校

その他

2級試験合格者
2級検定

合格証明書の交付を受けた者

短期大学・5年制高等専門学校

2級管理技術検
定合格証明書
交付後5年未満
で右の学歴の
者

短期大学・
5年制高等専門学校

高等学校

その他

区
分

イ

ロ

ハ

ニ

指定学科 指定学科以外

卒業後3年以上 卒業後4年6ヵ月以上

卒業後5年以上 卒業後7年6ヵ月以上

卒業後10年以上

15年以上

14年以上

合格後5年以上

合格後5年以上

卒業後9年以上

（区分イで見て下さい） 卒業後9年以上

卒業後11年6ヵ月以上

卒業後10年6ヵ月以上

★学科試験日時・試験地

★学科試験の合格発表

6月中旬
9：30まで
10：00～12：20
13：30～15：40
札幌・仙台・東京・新潟・名古
屋・大阪・広島・高松・福岡・
那覇
①電気工学等②施工管理法
③法規の択一式
11,800円

7月中旬

試 験 日
入室時間
試験時間

試 験 地

試験内容

受 験 料

★実地試験日及び試験の内容

★実地試験の合格発表

10月下旬
12：30まで
13：00～16：00
学科試験申込時と同じ
施工管理法の記述式
9,400円

2月上旬

試 験 日
入室時間
試験時間
試 験 地
試験内容
受 験 料

★試験日時・試験の内容

★実地試験の合格発表

11月中旬
9：30まで
10：30～13：00　14：00～16：00
札幌・青森・仙台・東京・新潟・金沢・名古屋・大阪・広島・高松・福岡・鹿児島・沖縄
①電気工学等②施工管理法③法規学科（択一式）実地（記述式）
11,800円

試 験 日
入室時間
試験時間
試 験 地
試験内容
受 験 料

学歴又は資格
実務経験半数

大学

高等学校

その他

短期大学・5年制高等専門学校

電気事業法による第一種、第
二種又は第三種電気主任技術
者免状の交付を受けた者

電気工事士法による第一種電気
工事士免状の交付を受けた者

電気工事士法による第二種電
気工事士免状の交付を受けた
者（旧電気工事士も含む。）

１年以上
（交付後ではなく、通算の実務経験年数です。）

実務経験年数は問いません。

１年以上
（交付後ではなく、通算の実務経験年数です。）

区
分

イ

ロ

ハ

ニ

指定学科 指定学科以外

卒業後1年以上 卒業後1年6ヵ月以上

卒業後2年以上 卒業後3年以上

卒業後3年以上

8年以上

卒業後4年6ヵ月以上

1級電気工事施工管理技術検定・学科試験

2級電気工事施工管理技術検定試験

2月上旬

26
受験ガイダンス

25
受験ガイダンス

受験ガイダンス 受験ガイダンス




